
新
し
い
文
明
を
つ
く
る

参
加
者
た
ち

　
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
は
1
9
0
8

年
、
笠
戸
丸
で
海
を
渡
っ
た
7
8
1

人
が
始
ま
り
だ
。
今
で
は
約
2
0
0
万

人
の
日
系
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
暮
ら
す
。

　
そ
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
70
周
年
の
節
目

と
な
っ
た
1
9
7
8
年
に
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
で
記
念
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
か
れ
た
。
そ
こ
で
基
調
講
演
を
行
っ

た
の
が
〝
知
の
巨
人
〞
と
呼
ば
れ
、
当

時
は
国
立
民
族
学
博
物
館
の
館
長
を
務

め
て
い
た
梅う

め

棹さ
お

忠た
だ

夫お

氏
（
2
0
1
0

年
没
）
だ
。

　
基
調
講
演
の
タ
イ
ト
ル
は
「
わ
れ
ら

新
世
界
に
参
加
す
」。移
民
を〝
出
稼
ぎ
〞

と
い
う
次
元
で
は
な
く
、
人
類
史
の
中

で
捉
え
、
そ
の
文
明
論
的
意
味
を
考
え

る
べ
き
だ
と
問
い
か
け
た
。
そ
し
て
、

日
本
か
ら
の
移
民
を
ブ
ラ
ジ
ル
は
新
文

明
へ
の
参
加
者
と
し
て
受
け
入
れ
た
こ

と
を
指
摘
し
、「
お
客
で
も
な
け
れ
ば
、

割
り
込
ん
で
き
た
侵
入
者
で
も
な
い
。

参
加
者
で
あ
る
。
こ
れ
が
日
本
人
移
住

者
と
い
う
も
の
の
文
明
史
的
意
味
で
あ

る
。
日
本
人
は
ま
さ
に
新
文
明
形
成
の

参
加
者
で
あ
っ
た
」
と
ま
と
め
た
。

　
実
際
、
日
本
人
は
原
始
林
を
開
拓
し
、

農
業
を
振
興
し
、
町
を
も
興
し
て
い
っ

た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
生
ま
れ
た
2

世
、
3
世
へ
の
教
育
を
重
視
し
、
や
が

て
彼
ら
は
政
界
や
官
界
に
進
ん
だ
り
、

医
師
や
弁
護
士
、
教
員
、
芸
術
家
な
ど

広
範
な
分
野
の
職
に
就
く
な
ど
し
て
ブ

ラ
ジ
ル
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

史
料
館
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　
そ
ん
な
移
民
の
歴
史
を
後
世
に
残
す

べ
く
、「
わ
れ
ら
新
世
界
に
参
加
す
」

と
い
う
概
念
や
、
梅
棹
氏
が
提
唱
し
て

い
た
「
歴
史
の
真
実
を
発
掘
し
、
新
た

な
知
識
を
共
有
で
き
る
〝
活
き
た
史
料

館
〞」
を
展
示
テ
ー
マ
に
し
た
史
料
館

が
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
に
あ
る
。

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
あ
る
「
ブ
ラ
ジ
ル
日

本
移
民
史
料
館
」
は
、
梅
棹
氏
の
講
演

と
同
じ
1
9
7
8
年
に
開
館
し
た
。

ビ
ル
内
の
3
フ
ロ
ア
を
使
い
、
初
期
移

民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
伝
え
る
生
活
道
具

や
開
拓
小
屋
な
ど
の
展
示
か
ら
、
戦
後

に
至
る
ま
で
の
日
系
社
会
の
歴
史
を
紹

介
し
て
い
る
。
3
年
前
か
ら
は
〝
活
き

た
史
料
館
〞
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
順
次
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
も
進
め
て
い
て
、
今
年
1

月
に
は
「
移
民
史
・
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
」
を
設
立
し
た
。

　
同
館
の
運
営
委
員
長
を
務
め
る
日
系

2
世
の
山
下
リ
ジ
ア
玲
子
さ
ん
は
、「
ブ

ラ
ジ
ル
国
内
に
は
ほ
か
に
も
史
料
館
が

点
在
し
て
い
ま
す
。
個
人
で
史
料
館
を

運
営
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
た
だ
、

高
齢
化
で
継
続
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

地
元
の
行
政
に
運
営
を
託
し
た
も
の
の
、

放
置
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
と
こ
ろ
も

あ
り
、
ま
ず
は
今
、
史
料
館
同
士
の
協

力
が
で
き
る
よ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

進
め
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
ま
た
、
邦

字
新
聞
な
ど
貴
重
な
史
料
の
中
に
は
年

月
に
よ
る
劣
化
が
深
刻
な
も
の
も
あ
る
。

現
在
、
新
聞
が
ス
キ
ャ
ン
で
き
る
大
型

ス
キ
ャ
ナ
ー
を
J
I
C
A
ブ
ラ
ジ
ル

事
務
所
が
貸
与
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
横
浜
市
に
は
「
J
I
C
A
横
浜 

海

外
移
住
資
料
館
」
が
あ
る
。
2
0
0
2

年
の
開
館
で
、
梅
棹
氏
が
特
別
監
修
と

し
て
関
わ
っ
た
。
も
と
も
と
J
I
C
A

の
前
身
組
織
の
一
つ
が
戦
後
の
移
住
事

業
に
携
わ
っ
て
お
り
、
横
浜
は
移
住
船

出
港
地
だ
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
日
本
を
旅
立
っ
た
人
々
が

移
住
先
で
ど
の
よ
う
に
文
明
づ
く
り
に

参
加
し
、
そ
の
地
に
貢
献
し
て
き
た
か

が
総
覧
で
き
る
。
1
0
0
年
以
上
前

の
移
住
者
た
ち
が
「
国
際
協
力
」
の
先

駆
者
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
信
頼

を
得
て
き
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

ブラジル日本移民史料館 運営委員長
山下 リジア 玲子（やました・リジア・れいこ）さん
「現在はコロナ禍で閉館中ですが、オンラインを活用
してブラジル国内だけでなく、ハワイを含む北米と南
米各国にある日系移民史料館、横浜の資料館をつな
ぐシンポジウムを企画中です」

右 ： 市場に出店し、野菜売
りをしている日系人。
下  ： サイザル麻の栽培。
1 h aあたり粗糸にして約
600kg前後が生産できた。

右 ： 移住者が携行したトランク
の展示コーナー。
上 ： ブラジルに渡った女性のト
ランク。「荷物は少なく」と言わ
れ、身の回りのものだけを詰め
た。役立ったのは子ども用浣
腸器や裁縫道具だったという。

ブラジル北東部に移住した日本人。ここでは棉や豆類、米、野菜などを栽培していた。 林から切り出した木を使い、ピメンタ（コショウ）栽培用の支柱を作っている。 サントス港での下船風景。船上で入国検査が行われ、その後税関検査場へ行く。 ブラジルのサントス港に停泊する移民船のぶらじる丸。約23万人がこの港から南米に入った。

左 ： “活きた史料館”としてリニューア
ルした際のオープニングセレモニー。
下 ： 展示通路では、時代に沿ってわ
かりやすく当時の暮らしを伝える。

移住者が使った農機具の展
示。大地を耕し、さまざまな農作
物栽培に挑戦した。

ブラジルのサンパウロにあるリベル
ダージ東洋人街。この地区にブラ
ジル日本移民史料館もある。

明治期の日本
人の

暮らしも見え
てくる

JICA横浜 

海外移住資料
館

ブラジル日本移民史料館

サンパウロにあります

ブラジルに根付いた
日系社会と文化

参考 ： JICA横浜『海外移住資料館だより 10周年特集号2012』

p.10-11のモノクロ写真6点はすべてJICA横浜 海外移住資料館所蔵。

ブラジル日本移民史料館とJICA横浜 海外移住資料館の詳細は
各ウェブサイトで。

ブラジル日本
移民史料館 

JICA横浜
海外移住資料館

移民の歴史を未来に伝える
日本から中南米に渡った移住者たち。移住は単に“出稼ぎ”ということだけでなく、
相手国の国づくりへの貢献につながっていった。
その歴史を後世に残す取り組みを紹介する。

歴史を紡ぐ中南米と日本  CASE2

Brazil

ブラジル

中南米
日系社会とともに歩む
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